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2024 年 12 月期連結業績のお知らせ 

１．2024 年 12 月期連結業績について 

当社グループの当連結会計年度（2024 年１月１日～2024 年 12 月 31 日）の連結業績は、 

 売上高 69,878 百万円（前年同期比    17.8％増） 

 営業利益 14,667 百万円（前年同期比    7.1％増） 

 親会社株主に帰属する当期純利益 10,322 百万円（前年同期比    11.9％増） 

となりました。 

 

当連結会計年度における経済環境をみると、不安定な世界情勢、国内外における物価上昇継続とい

った環境の中でも、企業のＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）や業務改革、生成ＡＩ等を利

用した新たなデジタルサービスの創出などＩＴを通じた経営改革への取組みは引き続き旺盛です。 

 また、恒常的な人手不足への対応の取組みとして生産性・効率性の向上、ＢＣＰ（事業継続計画）

の観点からの企業全体のサプライチェーンの見直し、ＥＳＧ・ＳＤＧｓの取組みに関連したＩＴの活

用も加速しており、あらゆる業種や領域において活発なＩＴ投資が続いています。 

このような状況下、これからの銀行サービスの基盤となる「次世代バンキングシステム」の１行目

における導入が完了するなど、当社の中長期的な成長に資する大型プロジェクトが順調に進行した

結果、当社グループの当連結会計年度においては、売上高及び営業利益、親会社株主に帰属する当期

純利益は前期比で増収増益となりました。 

各セグメントの業績（売上高・営業利益）については以下のとおりです。 

 

（１）ＩＴコンサルティング＆サービス事業 

フューチャーアーキテクト株式会社（フューチャー株式会社のテクノロジー部門を含む）は、次世

代バンキングシステム、ＦｕｔｕｒｅＢＡＮＫ、食品卸向けシステム等の当社知財を、金融、流通業

界の各業界において展開することで新規顧客の案件を獲得、推進したほか、顧客の経営改革を支える

基幹システム、データ基盤の構築支援等、顧客のＤＸ及び経営改革を実現するプロジェクトをはじめ、

多種多様な顧客の案件を獲得、推進しました。 
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中長期的な成長に資する、当社知財を活用した案件については、「次世代バンキングシステム」導

入プロジェクトが、2024 年７月 16 日に安定稼働を開始し、システム利用等に係るライセンス料を

計上いたしました。２行目については開発・テストフェーズが順調に進捗しております。加えて、メ

ディア向けＣＭＳ（Ｃｏｎｔｅｎｔｓ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｓｙｓｔｅｍ）「ＧｌｙｐｈＦｅｅｄ

ｓ」の導入プロジェクト、アパレル向け基幹プラットフォームシステム「ＦｕｔｕｒｅＡｐｐａｒｅ

ｌ」の導入プロジェクトのほか、政府が主導する医療ＤＸに関連するシステム構築のプロジェクトな

どが順調に進捗しております。これらの結果、前期比で増収増益となりました。 

フューチャーインスペース株式会社は、定常的な保守運用サービスに加え、既存顧客のシステム基

盤更改及びクラウド移行案件の開発が引き続き好調に推移し、前期比で増収増益となりました。 

ＦｕｔｕｒｅＯｎｅ株式会社は、強みであるオリジナルのパッケージソフトウェア「Ｉｎｆｉｎｉ

Ｏｎｅ」の販売において、鉄鋼業など業界特化型の営業展開による新規受注が増加したことにより、

前期比で増収増益となりました。 

フューチャーアーティザン株式会社は、製造業を中心とした顧客に対して、ＤＸコンサルティング

等を通じたデータ活用による工場マネジメントのデジタル化を実現する「Ｓｍａｒｔ Ｆａｃｔｏｒ

ｙ」構築に加え、ＤＸ案件実行を通じた顧客への価値訴求が売上に寄与したものの、大型のコンサル

ティング案件のピークアウトや人的資産も含めた積極的な投資を反映した採用コスト増、ソフトウ

ェアの償却負担増などが影響し、前期比で減収減益となりました。 

フューチャーセキュアウェイブ株式会社は、サイバー防御演習等の従来のサービスに加えて、医療

分野でのセキュリティコンサルティングサービスを開始し、地域の基幹病院の案件を受注するなど

新規取引が増加しました。一方で、セキュリティ関連商材の販売が減少したことにより、前期比で減

収減益となりました。 

株式会社リヴァンプは、プライベートエクイティファンドや経営者の実務を支援する経営マーケテ

ィング事業において、ヘルスケア分野の案件を新規受注いたしました。同事業及び基幹システム刷新

や全社構造改革のコンサルティングを行うＤＸ事業は、共に計画通りの業績となりました。なお、当

社グループは、株式会社リヴァンプの損益を第２四半期連結会計期間から取り込んでおります。 

 

この結果、本セグメントの売上高は 60,881 百万円（前年同期比 19.8％増）、営業利益は 14,538 百

万円（同 6.1％増）と前期比で増収増益となりました。 

 

（２）ビジネスイノベーション事業 

株式会社ＹＯＣＡＢＩＴＯは、仕入、商品掲載、ＥＣ販売を一気通貫で推進する施策や、単品単位

でのコスト・利益を管理する等の事業構造改革に努めているものの、アウトドア用品の市場が依然厳

しい競争環境にあることに加え、アパレル及びスポーツ・フィットネス用品の売上も伸び悩んだ結果、

前期比で減収、営業利益は前期に引き続き営業赤字となりました。 

東京カレンダー株式会社は、コンテンツ事業における広告売上及び「東カレデート」等のネットサ

ービス収入が堅調に推移したことにより、前期比で増収増益となりました。 
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ライブリッツ株式会社は、プロ野球球団をはじめとする各種スポーツ団体や、建設業、テーマパー

クなどの顧客のＩＴ投資が増加したことに加え、プロ野球の最先端技術を体験できる「デジタル野球

教室」の開催などの新たな取組みにより前期比で増収となりましたが、ｅｓｐｏｒｔｓなど新規事業

の立ち上げへ積極的な投資を行ったことによりコストが増加したため、営業利益は前年並みとなり

ました。 

株式会社キュリオシティは、ジュエリー、腕時計など海外ラグジュアリーブランドの複数の大型ス

トアデザインの順調な進捗などを背景に、売上・収益ともに堅調に推移しています。同社は前第２四

半期連結会計期間から新規に連結しており、当連結会計年度より業績が通期寄与しました。 

この結果、本セグメントの売上高は 9,041 百万円（前期比 7.8％増）、営業利益は 381 百万円（前期

は営業損失 144 百万円）となり、前期比で増収増益となりました 。 

（注 1）株式会社ワイ・ディ・シーは、2025 年１月よりフューチャーアーティザン株式会社に社名

を変更しました。 

（注 2）株式会社ディアイティは、子会社であるサイバー・ソリューション株式会社と合併し、2025

年１月よりフューチャーセキュアウェイブ株式会社に社名を変更しました。 

（注 3）上記のセグメントの業績数値は、セグメント間の内部売上高又は振替高を調整前の金額で

記載しております。 
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２．今後について 

（１）グループ戦略について 

中長期的な事業環境においては、企業のＤＸの取組みは今後も続くことが見込まれるほか、深刻な

人手不足を補うための抜本的な経営改革による業務効率化、ＥＳＧ・ＳＤＧｓなどの経済・社会的な

課題への対応の要請もあり、企業の積極的なＩＴ投資は続くものと予想されます。 

当社グループとしましては、ＩＴを通じて経営改革を進める企業のニーズを的確に捉え、グループ

シナジーを発揮しながら多面的、積極的に支援することで、多種多様な顧客からの一層高い支持が得

られるように努めてまいります。 

また、ＥＳＧ・ＳＤＧｓ関連の取組みにおいても自社の取組みを進めるとともに、環境対応や脱炭

素化に向けた顧客の取組みを支援してまいります。 

加えて、グループとしての知的財産の有効活用や、Ｍ＆Ａも含めた機動的な戦略投資を行うことで、

ビジネスモデルの進化を図り、次期以降の更なる成長へとつなげるとともに、継続的な人材採用、教

育、研究開発への投資といった将来の成長に資する事業基盤の整備を進めてまいります。 

併せて、グループ内のコミュニケーション強化、品質管理精度の更なる向上等、グループガバナン

スの強化を実施してまいります。 

 

各セグメントの特記事項は次のとおりです。 

 

（２）ＩＴコンサルティング＆サービス事業 

フューチャーアーキテクト株式会社においては、グループ各社との協業をより一層推進し、経営・

ＩＴコンサルティングを通じて顧客の経営課題に伴走して取組む体制を強化しました。これにより、

経営改革を図る顧客からのグランドデザイン及びＤＸの推進を意識した、基幹システム刷新、データ

基盤の構築等の新規案件を受注しました。グループ会社との協業を通じて、強固なＩＴセキュリティ

の構築、顧客企業における高度ＩＴ人材の育成・内製化支援など幅広い領域で顧客及び業界の課題解

決に取組みます。 

業界の永年の課題解決に資するＩＴソリューションの提供においては、「ＧｌｙｐｈＦｅｅｄｓ」

「ＦｕｔｕｒｅＡｐｐａｒｅｌ」「Ｆｕｔｕｒｅ ＬＯＧＩ」等の当社の知財を活用し顧客価値を最

大化するとともに、新たな顧客への提案活動を進めています。「次世代バンキングシステム」につい

ては、１行目を安定稼働させた実績を訴求しながら、新規行の獲得に向けて取組んでまいります。 

経営・ＩＴコンサルティングを通じて長期のリレーションシップを構築した顧客と同様の関係性を、

さらに多くの顧客と構築すべく、グループ会社の知見の活用、営業活動の高度化を実施し顧客基盤の

強化に努めてまいります。 

更に、人材の獲得や教育への投資、品質管理、プロジェクトマネジメントの強化に取組むことで、

これからの時代をリードする体制作りを行ってまいります。 

フューチャーインスペース株式会社は、既存顧客のシステム基盤更改及びクラウド移行案件など、

複数の大型プロジェクトの開発を安定的に進めるために、開発品質の更なる向上と、人材の採用及び

育成を行い、着実に事業を拡大してまいります。 

ＦｕｔｕｒｅＯｎｅ株式会社は、引き続き、強みであるオリジナルのパッケージソフトウェア「Ｉ

ｎｆｉｎｉＯｎｅ」の業界特化型の営業展開により受注を拡大するとともに、製品強化にも努め、製

販一体でのトータルソリューションを顧客に提供することで収益の更なる拡大を目指してまいりま

す。 
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フューチャーアーティザン株式会社は、製造業向けＤＸコンサルティングと「Ｓｍａｒｔ Ｆａｃ

ｔｏｒｙ」構築に加え、基幹システム刷新及び業務改革の支援、サービスの拡充やＰＬＭ事業への本

格的な参入により製品の企画から製造にわたる一連のサービスを提供し、ビジネスの拡大を狙いま

す。また、ＥＳＧ マネジメントプラットフォーム「Ｋｋｕｏｎ（ケークオン ）」を軸とした「ＥＳ

Ｇ経営共創サービス」の貢献、基幹製品である「ＹＤＣ ＳＯＮＡＲ」のパートナー拡販により、収

益の更なる拡大を目指してまいります。 

フューチャーセキュアウェイブ株式会社は、危機管理対応とセキュリティ診断サービスはもとより、

運用も含めたセキュリティライフサイクルに対応したソリューションを提供します。また、フューチ

ャーグループ各社の既存顧客へセキュリティ専門サービスを提供することで相乗効果を生み出し、

収益拡大を目指してまいります。 

株式会社リヴァンプは、経営マーケティング事業における既存案件の着実な遂行に加え、ＤＸ事業

における既存顧客のグローバル展開支援を中心とした案件の拡大を目指すとともに、投資先や海外

先進技術企業との協業により新規顧客を開拓していきます。更に、両事業においてフューチャーグル

ープのリソースとノウハウを最大限に活用し、共同案件の創出、品質の向上など、シナジーの早期実

現を図ります。 

 

（３）ビジネスイノベーション事業 

株式会社ＹＯＣＡＢＩＴＯは、ナショナルブランド商品改廃の徹底や、今後の新たな成長の柱と

すべくプライベートブランドの強化およびリニューアルに注力し、引き続き事業構造の転換と業績

改善に努めてまいります。 

東京カレンダー株式会社は、月刊誌・ＷＥＢメディア・ＳＮＳ等のチャネル別に各種マーケティ

ングデータの分析結果に基づきコンテンツを最適化し、ブランド力とユーザーエンゲージメントの

更なる向上を目指してまいります。また、ＡＩ等のテクノロジーの活用により「東カレデート」

「グルカレ」などのサービスの利便性を向上させ、各事業の更なる成長と収益拡大を目指してまい

ります。 

ライブリッツ株式会社は、スポーツ分野で培ったデータ分析技術「Ｆａｓｔｂａｌｌ」やファン

エンゲージメントの向上を実現するシステム「ＦａｓｔＢｉｚ」を活用したスポーツ振興や、「デ

ジタル野球教室」をはじめとする地域振興事業を通じて、スポーツ界や一次産業におけるＤＸ推進

に努め更なる成長と収益拡大を進めてまいります。 

株式会社キュリオシティは、プロジェクト規模の大きい高級ホテルやハイエンドレジデンスのイ

ンテリアデザインの事業に注力するほか、世界的なブランドのストアデザインを顧客の世界展開に

合わせて継続的に受注してまいります。併せて、キュリオシティのデザイン哲学を理解・実践し、

グローバルに対応できるデザイナーの採用・育成を進めてまいります。 
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３．配当について 

当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題として位置付け、持続的な成長を続けるための

内部留保資金を確保しつつ、期間損益、キャッシュ・フローの状況、自己株式の買付状況等も総合的

に勘案して配当を決定しております。 

配当性向の目安に関しては、連結業績における配当性向を 35％以上とする方針としております。 

上記の方針に基づき、当期末の剰余金の配当は、１株当たり 21 円とすることを予定しており、既

に実施済の中間配当を合わせた年間の配当金は１株当たり 42 円（連結配当性向 36.1％）となる予定

です。 

次期の剰余金の配当は、１株当たり 46 円の普通配当（中間配当 23 円、期末配当 23 円。連結配当

性向 35.6％）を予定しております。 

 

以上 

●本件に関する問合わせ先： 

 フューチャー株式会社 ファイナンシャル＆アカウンティンググループ 松下恭和 

IR 直通 Tel： 03-5740-5724 電子メール：ir@future.co.jp 

 


